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演
題
発
表
の
エン
ト
リ
ー
を
開
始

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
積
極
的
な
提
言
に
期
待

日
頃
の
実
践
活
動
の
成
果
を
発
表
し

医
療
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ
せ
！

「
全
国
医
療
経
営
士
実

践
研
究
大
会
」
の
メ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
演
題

発
表
は
、
実
践
に
重
き
を

置
く
医
療
経
営
士
が
日
頃

の
活
動
成
果
や
医
療
界
へ

の
提
言
を
発
表
す
る
場
と

し
て
、
多
く
の
関
係
者
か

ら
注
目
を
集
め
て
き
た
。

昨
年
の
第
４
回
金
沢
大

会
で
は
、
過
去
最
多
と
な

る
18
人
の
医
療
経
営
士
が

挑
戦
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
。
最
優
秀
賞
に
は
、

「
Ｌ
Ｃ
Ｏ
（
ロ
ー
コ
ス
ト

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ

る
意
識
改
革
と
収
支
改

善
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し

た
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
帯

広
厚
生
病
院
事
務
次
長

（
病
院
整
備
担
当
）
の
髙

玉
敬
洋
氏
が
輝
い
た
。

髙
玉
氏
は
「
病
院
に
と

っ
て
本
当
に
有
益
な
お
金

の
使
い
方
を
し
て
い
る
の

か
？
」と
い
う
観
点
か
ら
、

３
年
後
に
全
面
移
転
新
築

を
控
え
る
自
院
の
収
支
改

善
を
実
行
。
医
療
の
質
を

担
保
し
つ
つ
無
駄
な
費
用

を
極
力
抑
え
た
業
務
活
動

で
全
体
効
率
化
を
図
る
Ｌ

Ｃ
Ｏ
に
取
り
組
ん
だ
。
コ

ス
ト
削
減
よ
り
前
向
き
な

Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
合
言
葉
と
す
る

こ
と
で
職
員
の
抵
抗
感
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
院

内
へ
の
情
報
発
信
を
継
続

し
職
員
の
意
識
改
革
に
努

め
た
。
演
題
発
表
で
は
、

そ
の
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン

し
、
医
療
経
営
士
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
る
実
践
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
第
５
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」名
古
屋
大
会
。
そ
の
メ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
演
題
発
表
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
受
付
中
だ
。
第
４
回
金
沢
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
髙
玉
敬
洋
氏
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
、
今
大
会
に
お
け
る
演
題
発
表
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

演
題
発
表
枠
は
最
大
15
人
へ

発
表
時
間
の
確
保
、
内
容
の
充
実
を
図
る

今
大
会
の
演
題
発
表
は

い
く
つ
か
の
改
善
点
が
あ

る
。
ま
ず
、
１
人
当
た
り

の
発
表
時
間
を
確
保
し
、

内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
発
表
枠
に
最
大

15
人
の
上
限
が
設
け
ら
れ

る
。
エ
ン
ト
リ
ー
数
が
上

限
を
超
え
た
場
合
は
事
前

審
査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
最
優

秀
賞
１
人
、
優
秀
賞
２
人

を
基
本
と
し
て
き
た
表
彰

は
、
審
査
委
員
長
と
審
査

委
員
が
選
出
す
る
「
審
査

委
員
奨
励
賞
」
と
大
会
運

営
委
員
長
が
選
出
す
る

「
東
海
支
部
長
奨
励
賞
」等

と
な
る
予
定
だ
。
各
賞
の

受
賞
者
数
は
審
査
結
果
次

第
で
変
動
す
る
た
め
、
例

年
よ
り
も
多
く
の
受
賞
者

が
誕
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
他
、
エ
ン
ト
リ

ー
方
法
や
期
限
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
等
に
つ
い
て
は
決
定

次
第
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
。

各
地
域
支
部
か
ら
我
こ

そ
は
と
思
う
医
療
経
営
士

の
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
待
っ
て
い
る
。

―― 新たな医療経営が描く日本の未来像
大会テーマ
決定！

大会テーマ
決定！

医療経営士が生み出す地域イノベーション医療経営士が生み出す地域イノベーション

【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　http://www.jmmpa.jp/seminar/zenkokutaikai/
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10月29日（土）
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2016年
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10月30日（日）
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ウインクあいち
（愛知県産業労働センター）
名古屋市中村区名駅4丁目4-38
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●大会運営委員長　
井手   宏
日本医療経営実践協会東海支部支部長
一般社団法人愛知県医療法人協会会長
医療法人財団愛泉会愛知国際病院理事長

全国医療経営士実践研究大会 第5回 名古屋大会

医療経営士による日ごろの実践活動の成果を発表する場です。
多くの医療経営士のチャレンジをお待ちしています。

求む！  医療経営士による演題発表

参加エントリー、演題発表登録　5月20日（金）開始!!
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お問い合わせ先　　一般社団法人 日本医療経営実践協会 事務局　TEL.03-5296-1933　FAX.03-5296-1934　http://www.JMMPA.jp/

前回大会で好評だった各セッションごとのディスカッションは今大会でも実施

第4回金沢大会最優秀賞受賞者からのメッセージ

自らの立ち位置を再認識
新しい目標が必ず見つかる！
髙
たかたま

玉 敬
よしひろ

洋氏
JA北海道厚生連帯広厚生病院
事務次長（病院整備担当）

　私が発表した「LCO（ローコストオペレーション）による意
識改革と収支改善」は日常業務の実践報告でした。医療にかか
わる私たちは、病院がより良いサービスを提供するという目的
を達成するために「医療経営士として何ができるか?」を自らに
問いかけながら仕事をしているのだと思います。1年前を振り
返ると、「何のために何をするか?」を常に考え演題をまとめ
たことが思い出されます。真のサービス向上には費用がかかり
ますので、廃棄物・光熱水費・事務用品・保守費・医療材料経
費の圧縮に取り組みましたが、職員の意識改革には困難も伴い
ました。協働の輪を広げ自らも成長し病院経営に資するか否か
は、志を同じくする仲間をどれだけ作れるかが重要なんだと学
ぶこともできました。いただいた賞に恥じぬようLCOを継続し、
先日は北海道支部定例勉強会で経費削減額が発表時の1.5倍に
なった内容を報告させていただき、新しい仲間も増えました。
　演題発表を行うことは、頭の整理や自らの立ち位置の確認と
ともに、次に何をすべきかが必ず見えてきます。自分が成長
し、その力で病院と地域へ貢献するため、日常を抜け出し挑戦
してはいかがでしょうか。きっと新しい何かが得られると思い
ます。

第
５
回
「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」
名
古
屋
大
会
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第
１
回
東
京
大
会
、
第

３
回
京
都
大
会
、
第
４
回

金
沢
大
会
に
お
い
て
演
題

発
表
の
審
査
委
員
長
を
務

め
ま
し
た
が
、
第
５
回
名

古
屋
大
会
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
審
査
委
員
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

第
４
回
金
沢
大
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
の

反
省
点
を
踏
ま
え
、
次
の

３
点
を
改
善
し
ま
し
た
。

①
過
去
最
多
の
18
名
に

上
る
演
題
発
表
者

地
元
の
北
陸
支
部
か
ら

６
名
の
参
加
者
に
加
え
、

各
支
部
を
代
表
す
る
精
鋭

12
名
が
全
国
津
々
浦
々
か

ら
参
加
さ
れ
、
大
会
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

②
公
正
性
・
公
平
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
に
審
査

体
制
を
一
新

こ
れ
ま
で
審
査
委
員
は

３
～
４
名
で
し
た
が
、
各

支
部
代
表
（
支
部
長
も
し

く
は
役
員
）
１
名
が
審
査

委
員
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
、
私
を
含
め
て
８
名
体

制
と
な
り
ま
し
た
（
金
沢

大
会
で
は
１
名
欠
席
に
よ

る
７
名
で
審
査
）。

③
発
表
テ
ー
マ
を
３
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
Ａ
「
地

域
連
携
」、
Ｂ
「
組
織
効
率

化
・
強
化
」、
Ｃ
「
患
者

サ
ー
ビ
ス
／
広
報
」
）
に

大
別
し
、
合
同
で
の
質
疑

応
答　発

表
者
18
名
を
２
日
間

３
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
１

セ
ッ
シ
ョ
ン
６
名
ず
つ
）

に
分
け
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
ご

と
に
合
同
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
の
場

を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
会
場
か
ら
の
質
問
は
特

定
の
発
言
者
に
限
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

金
沢
大
会
で
は
会
場
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
発
言
が
相
次

ぎ
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
大
き

な
収
穫
を
得
ま
し
た
。

大
成
功
を
収
め
た
金
沢
大
会
を
振
り
返
る

演
題
発
表
者
の
や
る
気
と
競
争
を
生
む

審
査・表
彰
に
お
け
る
新
機
軸

今
回
の
名
古
屋
大
会
で

は
さ
ら
な
る
改
善
・
改
良

を
加
え
、
次
の
３
点
を
導

入
し
ま
す
。

①
15
名
の
上
限
を
設

け
、
１
名
当
た
り
の
発
表

時
間
を
増
や
す　

前
大
会
で
は
参
加
希
望

者
全
員
に
門
戸
を
開
い
た

結
果
、
演
題
発
表
者
は
18

名
を
数
え
ま
し
た
。
１
名

当
た
り
約
12
分
と
い
う
時

間
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
質
の

高
い
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
発
表
者
、
聴
衆
、

審
査
委
員
の
い
ず
れ
に
も

大
な
り
小
な
り
の
負
担
や

慌
し
さ
感
が
残
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
本
大
会
で
は

一
人
ひ
と
り
の
発
表
内
容

の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
15
名

と
い
う
人
数
制
限
を
設
け
、

１
名
当
た
り
の
発
表
時
間

を
約
20
分
に
拡
大
い
た
し

ま
す
。
参
加
希
望
者
が
15

名
を
超
え
た
場
合
は
、
事

前
審
査
に
よ
る
選
抜
を
行

い
ま
す
。

②
「
医
療
機
関
・
医
療

従
事
者
部
門
」
と
「
医
療

機
関
外
従
事
者
部
門
」
の

２
部
門
制
に

こ
れ
ま
で
は
医
療
機

関
・
医
療
従
事
者
と
医
療

機
関
外
従
事
者
と
の
別
な

く
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
両

者
が
混
在
し
て
い
ま
し
た
。

立
ち
位
置
が
異
な
る
両
者

で
は
、
当
然
テ
ー
マ
選
択

や
実
践
活
動
の
内
容
に
違

い
や
特
色
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
同
一
に
比
較
・
審

査
す
る
に
は
困
難
な
部
分

も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠

組
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り

い
っ
そ
う
の
切
磋
琢
磨
が

図
れ
る
も
の
と
考
え
、
２

部
門
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

③
審
査
基
準
お
よ
び
表

彰
内
容
の
変
更

第
１
回
大
会
か
ら
第
４

回
大
会
ま
で
10
項
目
の
審

査
基
準
に
従
っ
て
採
点
を

行
い
、
得
点
の
高
い
順
に

最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞

２
名
と
い
う
形
で
表
彰
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
審
査

結
果
は
い
つ
も
僅
差
で
、

１
、２
点
の
差
で
優
劣
を
つ

け
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
意

味
が
あ
る
か
と
い
う
問
題

提
起
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
大
会
で
は
演
題

発
表
者
全
員
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。
さ
ら
に
新

審
査
基
準
に
基
づ
き
優
秀

な
発
表
と
認
め
た
方
々
に

は
、
人
数
を
制
限
す
る
こ

と
な
く
審
査
委
員
奨
励
賞

（
仮
称
）
を
授
与
い
た
し
ま

す
。
ま
た
前
大
会
で
は
、

大
会
運
営
委
員
長
（
北
陸

支
部
長
）
の
肝
煎
り
で
、

最
優
秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞

と
は
別
に
新
た
に
北
陸
支

部
長
賞
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
本
大
会
に
お
い
て

も
東
海
支
部
長
奨
励
賞（
仮

称
）
と
し
て
継
承
さ
せ
る

予
定
で
す
。

資格・試験に関するお問い合わせ先　一般社団法人 日本介護福祉経営人材教育協会　☎03-3256-0571　http://www.NKFK.jp

「介護福祉経営士」資格認定試験のご案内
地域包括ケア時代のキーパーソン

― 介護の魅力と価値を高めるのはあなたです ―
成長産業として注目を集める介護福祉業界で、
2013年に誕生した「介護福祉経営士」。過去
9回の「介護福祉経営士2級」試験では
1,085人が合格しました。そのうち金融機関お
よび医療機関勤務者の合計が約3割を占め、
さらに、医療経営士とのダブルライセンス取得者
は現在229人になりました。あなたも、医療経営
と介護経営の双方に明るい人材となって、
活躍の場を広げませんか？

全国7都市で実施!

2級合格者の保有資格別構成 ※重複あり
250

200

150

100

50

0

2級合格者の職業別構成（過去9回試験の累計）

介護施設・事業所
37％

金融機関
24％コンサルティング

7％

医療機関 8％

その他
24％

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

介
護
福
祉
士

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー

医
療
経
営
士

第10回
2級  7 月10日（日）

2016年

受験申込締切
2016年
 6 月 3 日（金）まで

３つの改革で、さらに
ハイレベルな演題発表を促す

第５回「全国医療経営士実践研究大会」名古屋大会

回を重ねるごとにその規模と質を拡大・向上させてきた全国医療経営士実践研究大会。５回
目を迎える名古屋大会では、これまでの大会を通じて浮かび上がってきた演題発表における
課題を解決するため３つの改革を実施し、演題発表のさらなる活性化を目指す。審査委員長
である川渕孝一・東京医科歯科大学大学院教授にその改革のポイントをうかがった。

演題発表審査委員長・川渕孝一氏に聞く！

《新審査基準》
①プレゼンテーションの完成度
②実現可能性、導入のしやすさ（汎用性）
③リーダーシップ、実行力・完遂力
④改善の効果、インパクト（影響力）の大きさ
⑤ユニークさ、創造性、イノベーションの度合い

合同ディスカッション・質疑応答において、発言者を指名する審査委員長の川渕氏
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医
療・介
護
に
特
化
し
た
事
務
所
と
し
て

職
場
環
境
の
整
備・改
善
に
注
力

事
務
所
法
人
化
に
合
わ
せ

法
人
正
会
員
に

　
「
オ
フ
ィ
ス
結
い
」
は
、

２
０
０
６
年
に
行
政
書
士

事
務
所
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
医
療
法
人
の
設
立
、

診
療
所
の
開
設
手
続
な
ど

を
主
な
業
務
と
し
、
当
初

か
ら
医
療
・
介
護
に
特
化

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
、
橋
本
浩
二
代
表

は
、
「
自
身
も
医
療
事
務

管
理
士
の
資
格
を
取
得
す

る
な
ど
以
前
か
ら
医
療
業

界
に
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
社
会
資
源
と

し
て
不
可
欠
な
医
療
・
介

護
を
支
え
て
い
き
た
い
と

の
思
い
も
あ
り
ま
す
」

と
、
説
明
す
る
。

　

ま
た
、
橋
本
代
表
は
２

年
前
に
社
会
保
険
労
務
士

の
資
格
を
取
得
。
診
療
所
・

事
業
所
開
設
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
の
職
場
環
境

整
備
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
え
る
態
勢
を
整
え
た
。

　

橋
本
代
表
は
２
０
１
４

年
10
月
に
医
療
経
営
士
３

級
に
合
格
。
翌
年
１
月
に

個
人
正
会
員
と
な
っ
た
。

「
顧
客
で
あ
る
医
療
法
人

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
上
で
、
幅
広
く
か
つ

体
系
的
に
医
療
経
営
・
制

度
の
知
識
を
得
ら
れ
る
医

療
経
営
士
は
非
常
に
有
効

だ
と
考
え
ま
し
た
。
倫
理

や
制
度
の
歴
史
に
至
る
ま

で
、
今
ま
で
実
務
で
は
直

接
関
わ
ら
な
か
っ
た
知
識

も
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
吸

収
し
ま
し
た
」
と
、
受
験

の
経
緯
を
話
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
１
月
の

「
オ
フ
ィ
ス
結
い
」
の
法

人
化
に
合
わ
せ
、
法
人
正

会
員
と
し
て
登
録
し
た
。

「
医
療
・
介
護
に
専
門
特

化
し
た
事
務
所
と
し
て
、

組
織
全
体
で
医
療
に
関
す

る
知
識
を
高
め
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
私
と
行
政
書
士
２

人
、
行
政
書
士
有
資
格
者

１
人
の
計
４
人
の
事
務
所

で
す
が
、
今
後
は
規
模
の

拡
大
も
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
に
『
資
格
取
得
報
奨

規
定
』
を
整
備
し
、
医
療

経
営
士
も
報
奨
金
の
対
象

と
し
て
推
奨
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

今
後
は
在
宅
医
療
に

貢
献
し
て
い
き
た
い

　

現
在
、
橋
本
代
表
が
最

も
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

が
在
宅
医
療
だ
。
実
際
に

顧
客
の
な
か
に
も
在
宅
診

療
を
メ
イ
ン
と
す
る
診
療

所
が
あ
る
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
医
療
制
度
の

流
れ
か
ら
、
在
宅
医
療
は

こ
れ
か
ら
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
一
方
、
在
宅

医
療
を
行
う
上
で
、
看
護

師
の
オ
ン
コ
ー
ル
で
の
自

宅
待
機
な
ど
複
雑
な
勤
務

形
態
も
発
生
し
ま
す
。
そ

れ
ら
に
対
す
る
手
当
て
の

制
度
な
ど
、
在
宅
医
療
で

は
、
よ
り
し
っ
か
り
と
し

た
就
業
規
則
が
必
要
で

す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
も

当
事
務
所
の
こ
れ
か
ら
の

役
割
だ
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
医
療
経
営
士
と

の
情
報
交
換
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
言

う
。

「
顧
客
の
多
く
は
診
療
所

を
展
開
す
る
比
較
的
小
規

模
な
医
療
法
人
な
ど
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
お
話

し
す
る
の
は
理
事
長
や
院

長
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
実
際
に
医
療
機
関
で

現
場
実
務
を
担
う
医
療
経

営
士
や
関
連
企
業
の
方
々

か
ら
の
視
点
を
ぜ
ひ
学
び

た
い
で
す
」

　

将
来
的
に
は
病
院
ま
で

領
域
を
拡
大
し
、
開
院
サ

ポ
ー
ト
や
そ
の
後
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
維
持
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
同
事

務
所
に
と
っ
て
、
医
療
経

営
士
は
さ
ら
に
有
益
な
資

格
に
な
り
そ
う
だ
。

兵
庫
県
や
大
阪
府
な
ど
を
中
心
に
医
療
法
人
や
診
療
所
な
ど
約
40
の
顧
客
を
持
つ

社
会
保
険
労
務
士
法
人
・
行
政
書
士「
オ
フ
ィ
ス
結
い
」。診
療
所
や
介
護
施
設
な
ど
の
事
業
所
の
立
ち
上
げ
か
ら
、

そ
の
後
の
社
会
保
険
手
続
き
な
ど
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

同
事
務
所
が
医
療
経
営
士
資
格
取
得
に
取
り
組
む
意
義
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、橋
本
浩
二
代
表
に
話
を
聞
い
た
。

お問い合わせ　一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会　☎03-3256-0571

■会　　場
　 7 月 2 日（土） シティプラザ大阪（大阪市中央区）
　 7 月 3 日（日） 大阪産業創造館（大阪市中央区）
　 7 月 4 日（月） 大阪産業創造館（大阪市中央区）

全国介護福祉総合
フェスティバル第1回介護の魅力と価値を高める

夏の祭典 大阪で開催決定！！
フェスティバル

© Paylessimages-Fotolia.com

プログラムの詳細は
日本介護福祉経営人材教育協会webサイト等で

随時発表します！乞うご期待！

「みんなで考えよう　地域の介護福祉の現状と未来」
プログラム（一部）

7月2日（土） 【テーマ：介護と地域づくり】
●開催地代表挨拶
　「福祉先進地・大阪から発信する新しい介護福祉」
　酒井隆行氏（大阪府福祉部長）
●シンポジウム １
　「福祉と医療・看護がまちづくりに果たす役割」
　坪　茂典氏（社会医療法人愛仁会 本部・介護福祉事業部長、社会福祉法人愛和会 本部・統括部長）
　石井富美氏（よどきり医療と介護のまちづくり株式会社） ほか
　コーディネーター：青木正人氏（株式会社ウエルビー代表取締役）

7月4日（月） 【テーマ：介護現場の課題と経営】
●シンポジウム「選択する最期～エンディングを支える介護をめざして～」
「納棺」  木村光希氏（おくりびとアカデミー代表）
「お食い締め」  牧野日和氏（医学博士、言語聴覚士）
「仏教」  河原至誓氏（社会福祉法人明照会理事長、浄土真宗本願寺派円徳寺副住職）
コーディネーター：中浜崇之氏（NPO法人Ubdobe）
●在宅医療カレッジ大阪校［有料セミナー］
「高齢者の低栄養とチーム医療・チームケア」
コーディネーター：佐々木淳氏（医療法人悠翔会理事長）
●シンポジウム
「介護福祉経営士がデザインする新しい介護福祉」

7月3日（日） 【テーマ：介護と子どもの教育】
●シンポジウム「みんなで考えよう『介護×教育』」
新崎国広氏（大阪教育大学 教養学科人間科学講座准教授）  ほか
コーディネーター：長谷憲明氏（日本介護福祉経営人材教育協会 関西支部理事、関西国際大学
　　　　　　　　グローバル教育推進機構学長補佐 教授 コミュニティー交流総合センター長）

●未来をつくるkaigoカフェ in OSAKA［有料セミナー］
「子どもたちに伝えたい介護の真実」
ファシリテーター：高瀬比左子氏（未来をつくるkaigoカフェ代表）

みどころ①
魅力的なシンポジウム等が目白押し！
みどころ②
最先端技術が展示エリアに集結！

みどころ③
今、話題のプログラムが大阪に！
みどころ④
“お笑い”“映画”等　楽しめるイベントも続 ！々

in 大阪

7月2日（土）～4日（月）

入場無料
※一部セミナー等は
　有料となります。

橋本浩二代表

法
人
正
会
員
紹
介
　
社
会
保
険
労
務
士
法
人・行
政
書
士「
オ
フ
ィ
ス
結
い
」（
兵
庫
県
神
戸
市
）
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第
５
回「
全
国
医
療
経
営
士

実
践
研
究
大
会
」名
古
屋
大
会

参
加
登
録
を
開
始

　

本
協
会
で
は
、
本
年
10

月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
愛

知
県
名
古
屋
市
で
開
催
す

る
第
５
回
「
全
国
医
療
経

営
士
実
践
研
究
大
会
」
名

古
屋
大
会
の
参
加
登
録
お

よ
び
演
題
・
論
文
発
表
登

録
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

院
理
事
長
、
一
般
社
団

法
人
愛
知
県
医
療
法
人

協
会
会
長
、
日
本
医
療

経
営
実
践
協
会
東
海
支

部
支
部
長
）

◆
会
期
：

10
月
29
日（
土
）

10
月
30
日
（
日
）

◆
会
場
：

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち（
愛
知

県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
）

２
０
１
６
年
９
月
期
限
分

年
会
費
請
求
な
ら
び
に

更
新
の
受
付
を
開
始

　

本
協
会
で
は
、
本
年
９

月
で
年
会
費
が
期
限
と
な

る
会
員
の
方
に
対
し
、
６

月
上
旬
か
ら
年
会
費

（
１
万
円
）
の
請
求
を
開

　

本
大
会
は
医
療
経
営
の

最
前
線
を
知
る
機
会
で
あ

る
と
と
も
に
、
医
療
経
営

士
の
日
頃
の
活
動
を
披
露

す
る
場
と
な
り
ま
す
。
大

会
の
詳
細
は
確
定
次
第
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ら

び
に
本
紙
に
掲
載
予
定
。

　

な
お
、
９
月
30
日

（
金
）
ま
で
は
事
前
参
加

登
録
料
金
と
な
り
、
登
録

料
金
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
早

め
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

◆
主
催
：

一
般
社
団
法
人
日
本
医

療
経
営
実
践
協
会

◆
大
会
運
営
委
員
長
：

井
手
宏
（
医
療
法
人
財

団
愛
泉
会
愛
知
国
際
病

始
し
ま
す
。
支
払
期
限
は

年
会
費
期
限
の
１
カ
月
前

と
な
る
本
年
８
月
14
日

（
日
）で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
本
年
９

月
で
更
新
を
迎
え
る
会
員

の
方
に
対
し
、
６
月
中
旬

か
ら
更
新
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
年
会

費
請
求
な
ら
び
に
更
新
の

ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

送
付
先
住
所
・
連
絡
先

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
関
す

る
お
願
い

　

本
協
会
で
は
、
会
員
に

会
報
誌
『
理
論
と
実
践
』

や
『
Ｍ
Ｍ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
』

（
本
紙
）
な
ど
の
郵
送

物
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や

事
務
局
か
ら
の
連
絡
メ
ー

ル
配
信
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
転
居
等
の
理

由
で
返
送
さ
れ
た
り
、

「
エ
ラ
ー
」
で
配
信
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
毎
回
ご
ざ

い
ま
す
。

　

転
居
や
転
職
等
に
よ
り

住
所
を
変
更
し
た
場
合
や

連
絡
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
変
更
し
た
場
合
は
、
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

「
個
人
正
会
員
登
録
変
更

申
請
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
新
た
な
住
所
ま
た

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご

記
入
の
う
え
、
事
務
局
ま

で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
送
り
く

だ
さ
い
。

今後の支部研究会スケジュール
開催日 開催支部 テーマ 講　　師

5月28日（土）

北陸
(主催：日本医療企画)

“機能分化”から“統合”へ～2年後の同時改定を見据えて～
松山幸弘氏（キヤノングローバル戦略研究所研究主幹）／
神野正博氏（社会医療法人財団董仙会理事長）ほか

九州 医療広報塾（第2回）
水内純清氏（元・読売新聞社会部、整理部記者、元・社会医療法人天神会・古
賀病院グループ広報部長）

6月3日（金） 関東 第1回栃木研究会「統計手法とチーム医療」 山本康弘氏（国際医療福祉大学医療福祉学部医療福祉・マネジメント学科副学科長、教授）

10日（金） 関東
第6回神奈川研究会
「『経営品質』の視点で考える病院経営～これからの医療経営士に求めること～」

北島明佳氏（医療法人社団元気会横浜病院理事長）

11日（土）

関東
(主催：日本医療企画)

「経営人材育成 中村塾」第4期（第2回）
中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事／日本医療経
営実践協会参与）

関東 第3回埼玉研究会「超実践!　ホスピタリティ研究会～クレーム対応編～」
小川卓氏（医療法人財団献心会川越胃腸病院総務部長・医療サービス対応
事務局長）

九州
(西九州支局)

「交渉力を磨こう!　チーム医療を成功に導く秘訣」 河本卓也氏（独立行政法人国立病院機構長崎医療センター、医療経営士2級）

18日（土） 東海
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第2回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

25日（土）

関西
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第3回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

九州 医療広報塾（第3回）
水内純清氏（元・読売新聞社会部、整理部記者、元・社会医療法人天神会・古
賀病院グループ広報部長）

7月9日（土）

関東
(主催：日本医療企画)

「経営人材育成 中村塾」第4期（第3回）
中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事／日本医療経
営実践協会参与）

東海
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第3回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

23日（土）

関西
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第4回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

九州 医療広報塾（第4回）
水内純清氏（元・読売新聞社会部、整理部記者、元・社会医療法人天神会・古
賀病院グループ広報部長）

30日（土） 関東
実務のレベルアップを図る石井ゼミ
「経営分析に必要なデータの収集から分析まで（Excel活用術）」

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

8月6日（土）

関東
(主催：日本医療企画)

「経営人材育成 中村塾」第4期（第4回）
中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事／日本医療経
営実践協会参与）

東海
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第5回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

27日（土） 関東
実務のレベルアップを図る石井ゼミ
「相手に伝わるプレゼンテーションの極意（PowerPointの使い方）」

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページをご確認ください

2016年度「医療経営士」
資格認定試験ポスターを
掲示していただける
会員の方を募集！
　2016年度「医療経営士」資格認定試験の
ポスターが完成しました。職場やお取引先で
ポスターを掲示していただき、「医療経営士」
の認知度アップにご協力してくださる会員の
方を募集しています。ポスターをご希望の方
は下記、お申し込みアドレスへ「医療経営士
ポスター希望」とタイトルをつけ、お名前、御
社名、所属部署、肩書き、送付先住所、電話番号をご連絡ください。

MMSニュースを活用して
「医療経営士」の認知度アップにご協力ください
　会員サービスの一環として毎月発行している『MMSニュース』を活用して、

「医療経営士」の認知度アップにご協力くださる会員の方を募集しております。職
場やお取引先へ『MMSニュース』をお配りいただくことで、ご自身の活動のア
ピール資料としても、ご活用いただけると思います。配布用の『MMSニュース』
をご希望の方は下記のお申し込みアドレスへ「MMSニュース希望」とタイトルを
つけ、認定登録番号、お名前、御社名、所属部署、肩書き、送付先住所、電話番号、
必要部数をご連絡ください（ご希望の部数につきましては、ご連絡をいただいた
段階で調整させていただく場合がございます）。　

お申し込み▶E-mail:info@jmmpa.jp


